
資料 16 大綱以降の我が国周辺情勢の変化について 
 
 1 6 大 綱 以 降 の 我 が 国 周 辺 の 状 況 の 変 容 に つ い て は 、第 一 に 、北 朝 鮮 の 弾

道 ミ サ イ ル 問 題 の 緊 迫 化 が 挙 げ ら れ る 1 。 2 0 0 6 ( 平 成 1 8 ) 年 に は 、 北 朝 鮮 に

よ る 大 規 模 な ミ サ イ ル 発 射 実 験 が 再 び 実 施 さ れ 、 計 7 発 の 各 種 ミ サ イ ル が

発 射 さ れ 、7 月 5 日 午 前 3 時 半 か ら 午 後 ５ 時 半 ま で 行 わ れ た こ の 実 験 で は 、

ス カ ッ ド 、 ノ ド ン 、 テ ポ ド ン な ど が 発 射 さ れ た が 、 全 て が 日 本 海 に 着 弾 し

て い る 。ま た 、2 0 0 9 (平 成 2 1 )年 4 月 と 5 月 に も 北 朝 鮮 の ミ サ イ ル 発 射 実 験

が 行 わ れ た 。 こ の 時 、 北 朝 鮮 は 通 信 衛 星 の 打 ち 上 げ 準 備 で あ る と 公 表 し 、

4 月 4 日 か ら 8 日 の 間 に 打 ち 上 げ を 予 定 し て い る こ と を 通 告 す る と と も に 、

落 下 可 能 性 の あ る 危 険 水 域 を 発 表 し て い た た め 、 政 府 は 防 衛 大 臣 が 初 と な

る 「 弾 道 ミ サ イ ル 等 に 対 す る 破 壊 措 置 命 令 」 を 発 し 、 S M - 3、 PA C - 3 に よ る

迎 撃 出 動 と な っ た 。 破 壊 措 置 命 令 に 対 し 、 自 衛 隊 は B M D 統 合 任 務 部 隊 を

編 成 、 S M - 3 搭 載 型 イ ー ジ ス 艦 「 こ ん ご う 」「 ち ょ う か い 」 が 日 本 海 沖 に 、

PA C - 3 部 隊 を 東 北 ・ 首 都 圏 に 展 開 さ せ 、 迎 撃 態 勢 を 整 え 、 4 月 5 日 午 前 1 1
時 半 、 発 射 が 確 認 、 7 分 後 に 東 北 を 通 過 し た こ と が 確 認 さ れ た 。 結 局 、 日

本 落 下 の 危 険 性 な し と 判 断 さ れ 、 迎 撃 は 未 然 に 終 わ っ た 。 さ ら に 翌 月 5 月

2 5 日 朝 に は 、 北 朝 鮮 が 二 度 目 の 地 下 核 実 験 を 断 行 、 そ の 直 後 に 、 3 日 間 に

わ た り 相 次 い で ミ サ イ ル 実 験 も 行 っ て い る 。 た だ し 、 こ の と き の 実 験 は 、

対 空 ミ サ イ ル （ 3 発 ）、 対 艦 ミ サ イ ル （ 2 発 ） で あ っ た が 、 い ず れ も 日 本 海

に 向 け て 発 射 さ れ た も の で あ っ た 。な お 、従 来 、北 の ミ サ イ ル 発 射 施 設 は 、

朝 鮮 半 島 東 北 部・日 本 海 沿 岸 の 舞 水 端 里（ テ ポ ド ン 等 ）、旗 対 嶺（ ノ ド ン 等 ）

で あ っ た が 、 新 た に 、 北 西 部 、 中 国 国 境 付 近 に 東 倉 里 と い う 大 規 模 な 発 射

施 設 を 建 設 し 、今 後 は 、テ ポ ド ン 等 の 発 射 に 用 い ら れ る と 考 え ら れ て い る 。

こ の よ う に 、1 6 大 綱 下 に お い て も 北 朝 鮮 の 弾 道 ミ サ イ ル の 脅 威 は 引 き 続 き

切 迫 し た も の で あ り 、 1 6 大 綱 で 整 備 さ れ た B M D 統 合 任 務 体 制 は 、 課 題 を

含 む も 、 実 効 性 あ る 防 衛 力 を 発 揮 し 得 た と 評 価 で き る 。 こ の よ う に 考 え る

と 、 北 朝 鮮 の 弾 道 ミ サ イ ル 問 題 に 関 し て は 、 そ の 緊 迫 度 が 増 し て き た も の

の 、1 6 大 綱 の 想 定 通 り と 言 え 、改 め て 脅 威 認 識 の 変 容 を 迫 る 事 態 で は な か

っ た と 考 え て 良 い 。  
 1 6 大 綱 後 の 新 た な 状 況 の 第 二 と し て は 、ロ シ ア の 軍 事 動 向 の 活 発 化 趨 勢

が 挙 げ ら れ る 。 我 が 国 周 辺 空 域 に 接 近 す る 識 別 不 明 機 に 対 す る 空 自 飛 行 隊

に よ る 緊 急 発 進 の 回 数 の グ ラ フ は 、冷 戦 期 の 1 9 7 6 ( 昭 和 5 1 )年 か ら 1 9 8 9 ( 平
成 1 )年 ま で の 高 い 山 (頂 点 は 昭 和 5 9 年 の 9 4 4 回 )以 降 、激 減 傾 向 に あ っ た 。

そ の 結 果 、1 6 大 綱 策 定 時 の 2 0 0 4 (平 成 1 6 )年 に は 1 4 1 回 に ま で 減 少 し た が 、

こ の 年 を 境 に し て 再 び 増 加 傾 向 に 転 じ 、2 0 0 5 ( 平 成 1 7 )年 の 2 2 9 回 、2 0 0 6 ( 平
成 1 8 )年 の 2 3 9 回 、 2 0 0 7 ( 平 成 1 9 )年 の 3 0 7 回 、と 再 び 山 を 形 成 し よ う と し

て い る 。 し か も 、 そ の う ち 、 ロ シ ア の 爆 撃 機 等 に よ る 接 近 が 1 7 年 8 2 ％ 、

1 8 年 8 2 ％ 、 1 9 年 8 1％ 、と 大 半 を 占 め て お り 、回 数 自 体 も 増 加 傾 向 に あ る

（ 1 7 年 11 6 回 、 1 8 年 1 9 6 回 、 1 9 年 2 5 3 回 ）。 さ ら に 、 そ の 中 で 1 8 年 1
月 に は A N - 7 2 輸 送 機 が 礼 文 島 北 方 沖 を 、 2 0 年 Tu - 9 5 戦 略 爆 撃 機 が 伊 豆 諸

島 南 部 沖 を 領 海 侵 犯 す る と い う 事 案 が 発 生 し て い る 。 こ の よ う に 、 我 が 国

周 辺 空 域 に お け る ロ シ ア 空 軍 の 活 動 が 活 発 化 し て い る の が 、1 6 大 綱 以 降 の

状 況 で あ る 。ま た 、ロ シ ア 軍 は 、2 0 0 8 年 9 月 以 降 、組 織 改 編 を 進 め て お り 、

兵 力 の 大 幅 削 減 に よ る コ ン パ ク ト 化 を 図 り つ つ 、 全 て の 軍 管 区 に つ い て 師
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団 ・ 連 隊 を 廃 止 し 、 旅 団 化 す る と と も に 、 全 部 隊 の 常 時 即 応 態 勢 を 整 え よ

う と し て い る 。 極 東 軍 管 区 で は ボ ス ト ー ク 軍 事 演 習 が 隔 年 で 行 わ れ て き た

が 、 2 0 1 0 年 6 月 2 9 日 か ら 7 月 8 日 に か け て 実 施 さ れ た ボ ス ト ー ク 2 0 1 0
で は 、 こ う し た 軍 事 再 編 の 成 果 検 証 を 兼 ね て 従 前 よ り か な り 大 き な 規 模 で

実 施 さ れ て い る 。 ボ ス ト ー ク 2 0 1 0 に は 、 極 東 軍 管 区 、 シ ベ リ ア 軍 管 区 、

ヴ ォ ル ガ ・ ウ ラ ル 軍 管 区 の 地 上 軍 に 加 え て 、 北 洋 艦 隊 、 黒 海 艦 隊 の 海 上 兵

力 、 遠 距 離 航 空 部 隊 、 輸 送 航 空 部 隊 等 の 航 空 兵 力 も 参 加 し 、 総 勢 2 万 人 規

模 が 動 員 さ れ 、 ま た 、 内 容 も 総 合 的 で あ っ た 。 し か も 演 習 の 一 部 は 、 択 捉

島 の オ ク チ ャ ブ リ ス キ ー 演 習 場 で も 実 施 さ れ 、 師 団 規 模 の 部 隊 が 演 習 を 行

っ て い る 。 な お 、 ボ ス ト ー ク 2 0 1 0 を め ぐ っ て は 、 そ の 前 後 に お け る ロ シ

ア 機 の 動 向 は 特 に 活 発 で あ り 、 6 月 2 4 日 に は Tu - 9 5 が 2 機 編 隊 で 宗 谷 海

峡 、 国 後 水 道 経 由 で 三 陸 沖 を 周 回 、 7 月 3 日 に は 対 潜 哨 戒 機 I L - 3 8 が 2 機

編 隊 で 北 海 道 西 方 沖 、 能 登 半 島 北 方 経 由 で 日 本 海 を 周 回 、 7 月 5 日 に は

Tu - 9 5 が 2 4 日 と 同 様 の コ ー ス で 飛 来 し た 後 、 同 じ く Tu - 9 5 が 2 機 編 隊 で

国 後 水 道 経 由 で 太 平 洋 を 南 下 、 房 総 沖 、 伊 豆 諸 島 の 「 東 京 急 行 」 ル ー ト を

と り 、 そ の ま ま 紀 伊 半 島 、 四 国 沖 、 鹿 児 島 沖 ま で 飛 来 し た 。 さ ら に 、 7 月

7 日 に は 情 報 収 集 機 I L - 2 0 が 3 日 と 同 様 の ル ー ト で 飛 来 す る な ど し て い る 。

1 6 大 綱 に は 、ロ シ ア に つ い て「 冷 戦 終 結 後 、極 東 ロ シ ア の 軍 事 力 は 量 的 に

大 幅 に 削 減 さ れ た が 、 こ の 地 域 に お い て は 、 依 然 と し て 核 戦 力 を 含 む 大 規

模 な 軍 事 力 が 存 在 す る と と も に 、 多 数 の 国 が 軍 事 力 の 近 代 化 に 力 を 注 い で

き た 」と の み 記 さ れ て い る に 過 ぎ な か っ た こ と を 考 え る と 、1 6 大 綱 以 降 の

こ う し た 動 向 は 、 新 た に 注 意 を 喚 起 す べ き 事 態 と 言 っ て よ い 。  
 第 三 に 、 中 国 の 海 洋 進 出 傾 向 の 強 ま り が 挙 げ ら れ る 。 前 述 の よ う に 、 1 6
大 綱 の 中 国 に 関 す る 状 況 判 断 で は 、「 核 ・ ミ サ イ ル 戦 力 や 海 ・ 空 軍 力 の 近 代

化 を 推 進 す る と と も に 、 海 洋 に お け る 活 動 範 囲 の 拡 大 な ど を 図 っ て お り 、

こ の よ う な 動 向 に は 今 後 も 注 目 し て い く 必 要 が あ る
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

」 と 記 さ れ た の み で あ

り 、 実 効 的 な 対 応 の う ち 、 島 嶼 部 に 対 す る 侵 略 へ の 対 応 、 武 装 工 作 船 等 へ

の 対 応 等 は 、1 6 大 綱 策 定 当 時 は 主 と し て 北 朝 鮮 が 想 定 さ れ て い た き ら い が

あ っ た と 言 え る が 、1 6 大 綱 後 の 中 国 の 海 洋 進 出 傾 向 の 高 ま り は 想 定 を 大 き

く 超 え る も の で あ っ た 。例 え ば 、 2 0 0 5 (平 成 1 7 )年 に は 東 シ ナ 海 の 樫 ガ ス 田

周 辺 を 中 国 の ソ ブ レ メ ン ヌ イ 級 駆 逐 艦 を 含 む 5 隻 の 艦 隊 が 旋 回 、 警 備 し 、

ま た 、 2 0 0 8 (平 成 2 0 )年 1 0 月 、 ソ ブ レ メ ン ヌ イ 級 駆 逐 艦 1 隻 、 フ リ ゲ ー ト

2 隻 、 補 給 艦 1 隻 の 計 4 隻 の 艦 隊 が 津 軽 海 峡 を 通 過 、 さ ら に 日 本 近 海 の 太

平 洋 を 南 下 、 沖 縄 沖 を 通 過 し て 日 本 を 周 回 し て い る 。 津 軽 海 峡 を 通 過 し た

中 国 の 戦 闘 艦 は こ れ が 初 め て で あ っ た 。 同 年 11 月 に は ル ー ジ ョ ウ 級 駆 逐

艦 等 の 計 4 隻 が 沖 縄 沖 を 通 過 、 ま た 1 2 月 に は 海 洋 調 査 船 が 日 本 領 海 内 で

航 行 し て い る 。 さ ら に 、 2 0 1 0 (平 成 2 2 )年 4 月 、 ソ ブ レ メ ン ヌ イ 級 駆 逐 艦 2
隻 を 含 む 計 1 0 隻 か ら な る 艦 隊 が 、 沖 縄 沖 を 通 過 し 、 沖 ノ 鳥 島 西 方 海 域 で

大 規 模 総 合 演 習 を 実 施 し た 。 し か も 、 沖 縄 沖 通 過 時 4 月 8 日 に は 、 艦 載 ヘ

リ が 護 衛 艦 「 す ず な み 」 に 対 し て 高 度 3 0 m 距 離 9 0 m ま で 、 通 過 後 4 月 2 1
日 に は「 あ さ ゆ き 」に 対 し て 高 度 3 0 m 距 離 9 0 m の 接 近 旋 回 を 行 っ て い る 。  
 中 国 の 我 が 国 周 辺 海 域 に 対 す る 進 出 傾 向 が 活 発 化 し た の は 今 世 紀 以 降 で

あ り 、 そ の 端 緒 は 1 6 大 綱 策 定 時 以 前 に ま で さ か の ぼ る こ と が で き る 。 例

え ば 、 2 0 0 0 (平 成 1 2 )年 に は 、 3 月 に 奄 美 北 西 沖 で 5 隻 、 4 月 に 沖 縄 本 島 北
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西 沖 で 4 隻 、 6 月 に は 五 島 列 島 南 西 沖 で 3 隻 の 海 軍 艦 隊 が 確 認 さ れ 、 5 月

に は 海 軍 情 報 収 集 艦 「 海 氷 7 2 3」 が 日 本 列 島 を 周 回 す る の み な ら ず 、 対 馬

海 峡 、 津 軽 海 峡 で は 反 復 航 行 を 行 い 、 海 底 地 形 等 の 観 測 を 行 っ た こ と が 確

認 さ れ て い る 。 翌 年 2 月 に は 沖 縄 本 島 北 西 沖 で 揚 陸 艦 を 含 む 6 隻 の 航 行 が

確 認 さ れ て い る な ど し て お り 、 既 に 述 べ た 2 0 0 3 年 の 民 級 潜 水 艦 の 大 隅 海

峡 通 過 や 2 0 0 4 ( 平 成 1 6 ) 年 の 漢 級 原 潜 に よ る 領 海 侵 犯 事 案 は 、 こ う し た 海

洋 進 出 傾 向 の 延 長 線 上 に 位 置 づ け ら れ る 。 た だ し 、 初 期 は 行 動 範 囲 の 中 心

が 東 シ ナ 海 周 辺 に 置 か れ て い た の に 対 し て 、2 0 0 5 年 以 降 は 南 西 諸 島 以 東 の

よ り 外 洋 に 向 か う 傾 向 が あ る 。1 6 大 綱 策 定 以 降 の 状 況 変 化 は こ の 点 で あ り 、

す な わ ち 、 近 年 の 中 国 海 軍 の 進 出 意 図 が 、 日 本 列 島 を 通 過 し 西 太 平 洋 に ま

で 拡 大 さ れ て き て い る 点 に あ る 。こ れ は 、 2 0 1 0 年 ま で に「 第 1 列 島 線 」の

内 側 の 海 上 優 勢 を 確 立 し 、 東 シ ナ 海 ・ 南 シ ナ 海 以 西 を 内 海 化 し 、 そ れ 以 降

の 1 0 年 間 で ｢第 2 列 島 線 ｣の 内 側 の 海 上 優 勢 を 確 保 す る と い う 中 国 海 軍 の

戦 略 に 合 致 す る 傾 向 と い え る 。 同 時 に 、 海 洋 戦 略 上 、 中 国 が 「 接 近 阻 止 ・

領 域 拒 否 能 力 （ A n t i - A c c e s s  A r e a  D e n i a l ;  A 2 / A D  C a p a b i l i t i e s ）」 と し て 、

中 国 作 戦 域 内 へ の 接 近 ・ 進 入 を 阻 止 し 、 戦 域 内 に お け る 行 動 の 自 由 を 拒 否

す る た め の 能 力 を 特 に 重 視 し て い る こ と を 考 え 合 わ せ れ ば 、2 0 1 0 年 の ソ ブ

レ メ ン ヌ イ 級 2 隻 を 含 む 1 0 隻 艦 隊 に よ る 沖 ノ 鳥 島 西 方 沖 で の 大 規 模 演 習

は 、 特 に 注 目 に 値 す る 。 こ の 場 合 、 ソ ブ レ メ ン ヌ イ 級 駆 逐 艦 2 隻 に 、 ジ ャ

ン ウ ェ イ I I 級 フ リ ゲ ー ト 1 隻 、ジ ャ ン ウ ェ イ I 級 フ リ ゲ ー ト 2 隻 、キ ロ 級

潜 水 艦 2 隻 が 加 わ る ７ 隻 の 戦 闘 艦 編 隊 (哨 戒 ヘ リ 5 機 が 艦 載 )で あ っ た だ け

で な く 、 フ ー チ ン 級 補 給 艦 、 ダ ー ラ ン 級 潜 水 艦 救 難 艦 、 ト ゥ ー ヂ ョ ン 級 艦

隊 航 洋 曳 船 の 3 隻 の 後 援 艦 船 が 随 航 し た 1 0 隻 の 艦 隊 で あ っ た 。 艦 隊 の 構

成 か ら 、 外 洋 に お け る 総 合 的 戦 闘 訓 練 （ 対 艦 ・ 対 潜 ・ 補 給 等 ） を 想 定 し た

も の で あ る こ と が 伺 わ れ る 。た だ し 、そ の 際 、実 際 に 中 国 海 軍 が A 2 / A D 能

力 を 有 し て い る か 否 か は 別 の 問 題 で あ っ て 、 こ こ で 重 視 す べ き は 、 中 国 の

関 心 が 既 に 「 第 1 列 島 線 」 の 外 の 西 大 西 洋 に 向 か っ て お り 、 そ こ で の 軍 事

活 動 を 活 発 化 し つ つ あ る と い う こ と で あ り 、 そ の 際 、 南 西 諸 島 を 通 過 し 、

我 が 国 領 海 線 の 湾 部 内（ す な わ ち 領 海 外 で あ る が E E Z 内 ）に 当 た る 本 州 南

方 の 海 域 が 対 象 と な る と い う 点 で あ り 、し か も そ れ は 、1 6 大 綱 以 降 の 新 し

い 動 向 で あ る と い う こ と で あ る 。 こ の 点 を 捉 え て 、 金 田 秀 昭 元 海 将 （ 元 護

衛 艦 隊 司 令 官 )は 、 中 国 海 軍 が 「 沿 岸 か ら 近 海 、 外 洋 へ と 行 動 範 囲 を 拡 大 」

し て い る こ と 、「国 内 外 に 向 け た 遠 洋 で の 行 動 能 力 や 総 合 戦 闘 力 の 誇 示 、あ

る い は E E Z 基 点 を 巡 っ て 日 中 の 争 点 と な っ て い る 沖 ノ 鳥 島 周 辺 で の 示 威

行 動 」も あ り 得 る と し 、「 米 軍 や 日 本 が 容 認 、ま た は 黙 過 す る 姿 勢 を 見 せ れ

ば 、 西 太 平 洋 、 特 に 沖 ノ 鳥 島 を 含 む 日 本 の E E Z 全 域 、 尖 閣 諸 島 周 辺 、 東 シ

ナ 海 な ど で 同 様 の 活 動 を ま す ま す 活 発 化 さ せ る 」、「 将 来 的 に は 中 国 の 西 太

平 洋 を 含 む 日 本 周 辺 海 域 の 海 空 軍 に よ る 海 洋 覇 権 の 獲 得 や 、 中 国 に よ る 常

続 的 な 海 上 優 勢 ・ 逆 監 視 活 動 も あ り 得 る 」 と 指 摘 し て い る 。  
                                                  
1  【 出 典 】 戸 蒔 仁 司 「 基 盤 的 防 衛 力 構 想 と 動 的 防 衛 力 」『 基 盤 教 育 セ ン タ ー

紀 要 』（ 北 九 州 市 立 大 学 ） 第 9 号 、 2 0 11 年 3 月 （ 予 定 ）、 た だ し 、 脚 注 は 省

略 し た 。  


